
推薦者

ねらい

【社会2-1】 いろいろあるコミュニケーションの社会学 有田亘 北樹出版

【社会2-2】 断片的なものの社会学 岸政彦（編） 朝日出版社

【社会2-3】 ふれる社会学 ケイン樹里安・
上原健太郎（編） 北樹出版社

【社会2-4】 出来事から学ぶカルチュラル・スタディーズ 田中東子ほか ナカニシヤ出版

【社会2-5】 現代文化への社会学―90年代と「いま」を比較する 高野光平 北樹出版

【社会2-6】 若者のための社会学―希望の足場をかける 豊泉周治 はるか書房

【社会2-7】 「若者」とは誰か　増補新版　―アイデンティティの30年（河出ブックス） 浅野智彦 河出書房新社

【社会2-8】 クリティカル・ワード メディア論 理論と歴史から〈いま〉が学べる 門林 岳史（他・編） フィルムアート社

【社会2-9】 コミュニケーション・スタディーズ 渡辺潤 世界思想社

【社会2-10】 デジタルメディアの社会学(第3版) 土橋臣吾ほか 北樹出版

【社会2-11】 広告で社会学 難波功司 弘文堂

【社会2-12】 メディア社会論 (有斐閣ストゥディア) 辻泉（編） 有斐閣

【社会2-13】 これからのメディア論 (y-knot) 大久保 遼 有斐閣

【社会2-14】 現代メディア史 新版 (岩波テキストブックス) 佐藤卓己 岩波書店

【社会2-15】 ポストメディア・セオリーズ:メディア研究の新展開 伊藤守（編） ミネルヴァ書房

【社会2-16】 はじめてのメディア研究〔第2版〕ー「基礎知識」から「テーマの見つけ方」まで 浪田 陽子（他・編） 世界思想社

【社会2-17】 メディアの卒論[第2版]:テーマ・方法・実際 藤田真文（編） ミネルヴァ書房

【社会2-18】 プロセスが見えるメディア分析入門―コンテンツから日常を問い直す 藤田 真文（他・編） 世界思想社

【社会2-19】 メディアとしてのミュージアム （東洋英和女学院大学社会科学研究叢書） 町田 小織 春風社

【社会2-20】 ジェンダーで学ぶメディア論 林 香里ほか 世界思想社

【社会2-21】 空間とメディア―場所の記憶・移動・リアリティ (メディアの未来06)
遠藤英樹(編)
堀野正人(編)

ナカニシヤ出版

【社会2-22】 モノとメディアの人類学 藤野陽平（編） ナカニシヤ出版

【社会2-23】 技術と文化のメディア論 （〈シリーズ〉メディアの未来） 梅田 拓也ほか ナカニシヤ出版

【社会2-24】 〈みる／みられる〉のメディア論 理論・技術・表象・社会から考える視覚関係
高馬 京子
松本 健太郎

ナカニシヤ出版

【社会2-25】 メディアとメッセージ 社会のなかのコミュニケーション （〈シリーズ〉メディアの未来）
小西 卓三
松本 健太郎

ナカニシヤ出版

【社会2-26】 マンガ・アニメで論文・レポートを書く:「好き」を学問にする方法 山田奨治 ミネルヴァ書房

【社会2-27】 メディア論 人間の拡張の諸相
マーシャル・
マクルーハン

みすず書房

【社会2-28】 グーテンベルクの銀河系 活字人間の形成
マーシャル・
マクルーハン

みすず書房

【社会2-29】 声の文化と文字の文化 Ｗ‐Ｊ・オング 藤原書店

文学部人間関係学科　濱野　  健 先生★

文学部人間関係学科　入江　恵子先生

「入門編」に引き続きここでは「応用編」として、専門科目や演習等での指定図書や課題作
成、あるいは卒業論文研究などを想定した社会学関連書籍を配架しています。その中でも、
社会学関連科目の履修生の関心が高いメディアと社会に関連した、比較的初学者向けの書
籍を中心にそろえました。「応用編」ではありますが、基本的には読みやすいテキストタイプ
の書籍を中心に揃えています。これらの分野についてさらに研鑽を深めたいときは、ここだ
けではなく通常書架に配架されている書籍にもアクセスしてみてください。なお、「家族社会
学」「観光社会学」「社会意識論」等の社会学の専門科目に関する書籍については、一階に
別途コーナーを設けていますのでそちらへどうぞ。

配架資料名


